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第
三
十
四 

  
 

成 

金 
   
 
 
 
 

一 
  

第
一
次
大
戦
は
、
世
界
史
に
お
い
て
は
、「
帝
国
主
義
段
階
に
お

け
る
内
部
矛
盾
が
世
界
的
規
模
で
爆
発
し
た
最
初
の
世
界
戦
争
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
野
口
八
郎
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
大
著
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』

を
書
き
上
げ
た
経
済
学
者
で
あ
り
弁
護
士
で
も
あ
っ
た
守
屋
典
郎
は

次
の
よ
う
に
記
す
。 

  

資
本
主
義
は
二
十
世
紀
の
は
じ
め
ま
で
に
帝
国
主
義
に
発
展
し
、

ひ
と
に
ぎ
り
の
先
進
諸
国
に
よ
っ
て
地
上
人
口
の
圧
倒
的
多
数
が
植

民
地
的
抑
圧
と
金
融
的
絞
殺
を
う
け
る
世
界
体
制
が
成
立
し
た
。
し

か
し
帝
国
主
義
諸
国
家
の
発
展
の
不
均
等
は
飛
躍
的
に
激
し
く
な
っ

て
、
国
家
間
あ
る
い
は
国
家
群
間
の
対
立
は
激
化
し
、
世
界
戦
争
へ

の
危
険
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

  

大
戦
の
戦
後
処
理
を
取
り
決
め
た
の
は
、
パ
リ
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
で
結
ば
れ
た
多
国
間
条
約
で
あ
る
。
史
上
、「
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
条
約
に
基
づ
く
国
際
的
な
枠
組
み
は
「
ベ
ル
サ
イ

ユ
体
制
」
と
称
さ
れ
る
。 

 

そ
の
史
的
評
価
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
至
上
主
義
が
崩
壊
し
、
太
平
洋
が
新
し
い
基
軸
と 

 
 

な
っ
た
。 

一
、
ロ
シ
ア
に
成
立
し
た
社
会
主
義
国
家
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
国
際
政 

 
 

治
の
転
換
を
促
し
た
。 

一
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
勢
力
伸
張
が
欧
米
列
強
か
ら
警
戒
の 

 
 

目
で
監
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

以
上
の
意
味
で
、
第
一
次
大
戦
は
〝
近
代
史
の
転
換
点
〞
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

だ
が
当
時
、
日
本
国
内
で
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る
人
は
い

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
日
本
経
済
は
空
前
の
活
況
を
呈
し
て
お
り
、

大
日
本
帝
国
の
弥
栄
（
い
や
さ
か
）
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。 

 
日
本
経
済
が
活
況
を
呈
し
た
直
接
の
原
因
は
、
第
一
次
大
戦
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
界
が
重
大
な
打
撃
を
受
け
、
各
国
が
生
産
す
る
製

品
を
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
輸
出
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
た

た
め
だ
っ
た
。
な
か
で
も
ド
イ
ツ
帝
国
に
依
存
し
て
い
た
染
料
や
薬
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品
、
化
学
製
品
の
不
足
が
顕
著
だ
っ
た
。 

 
そ
の
分
野
の
製
品
に
か
か
る
日
本
の
企
業
に
注
文
が
集
中
し
た
。

お
の
ず
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を

占
め
て
い
た
ア
ジ
ア
や
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

に
、
日
本
製
品
の
輸
出
が
伸
び
た
。
ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
、

毛
布
や
電
話
機
、
陶
器
な
ど
が
大
量
に
発
注
さ
れ
た
。 

 

例
え
ば
革
命
前
の
ロ
シ
ア
政
府
か
ら
は
、
軍
用
毛
布
千
七
百
六
十

万
ヤ
ー
ド
の
注
文
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
日
本
毛
織
は
全
工
場
で
二

十
四
時
間
の
生
産
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
受
注
に
追
い
つ
か
な
か

っ
た
。 

 

同
じ
く
ロ
シ
ア
政
府
は
、
大
量
の
軍
用
電
話
機
を
大
倉
組
に
発
注

し
た
。
最
初
の
発
注
量
だ
け
で
四
万
台
と
い
う
膨
大
な
も
の
で
、
逓

信
省
が
こ
れ
を
日
本
電
気
と
沖
電
気
工
業
に
二
万
台
ず
つ
を
割
り
当

て
た
。
逸
見
治
郎
が
苦
心
の
末
に
完
成
さ
せ
た
孟
宗
竹
の
計
算
尺
が

輸
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
だ
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
ボ
ー
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
が
日
本
に
発
注
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
民
需
用
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
陶
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
輸
入
が
激
減
し
た
た
め
、
そ
の
代
替
と
し
て

日
本
製
の
陶
器
が
求
め
ら
れ
た
。 

 

森
村
組
が
窓
口
と
な
り
、
日
本
陶
器
が
生
産
し
た
。
白
磁
の
大
皿

の
年
間
受
注
量
は
、
最
初
一
万
セ
ッ
ト
だ
っ
た
が
、
三
年
後
に
は
十

万
セ
ッ
ト
を
上
回
っ
た
。
こ
の
た
め
に
同
社
は
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会

計
機
械
装
置
を
設
置
し
て
管
理
業
務
を
行
っ
た
。 

 

生
産
地
の
名
を
付
け
た
陶
器
は
「
ノ
リ
タ
ケ
・
チ
ャ
イ
ナ
」
と
呼

ば
れ
、
現
今
に
い
た
っ
て
は
「
オ
ー
ル
ド
・
ノ
リ
タ
ケ
」
と
し
て
高

額
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。 

 

企
業
の
利
益
率
が
好
況
の
す
ご
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。 
 

一
九
一
四
年
上
期
に
お
け
る
主
要
な
企
業
の
平
均
利
益
率
は
一

四
・
八
％
だ
っ
た
。
そ
れ
が
二
年
半
後
、
一
九
一
六
年
下
期
に
は
四

四
・
〇
％
に
増
加
し
、
ピ
ー
ク
時
の
一
八
年
下
期
は
六
三
・
三
％
に

達
し
て
い
る
。
何
で
も
売
れ
、
い
く
ら
で
も
儲
か
る
と
い
う
時
代
だ

っ
た
。 

 

こ
の
間
の
貿
易
収
支
を
見
る
と
、
一
九
一
六
年
に
約
十
二
億
円
だ

っ
た
輸
出
額
は
、
三
年
後
に
約
二
十
一
億
円
に
、
輸
入
額
は
約
八
億

円
か
ら
約
十
八
億
円
に
急
増
し
た
。
一
九
一
六
年
か
ら
一
八
年
ま
で

三
年
間
の
貿
易
黒
字
は
十
三
億
円
に
達
し
て
い
る
。 

 

貿
易
の
急
伸
で
海
運
業
が
興
隆
し
、
鉱
工
業
、
紡
績
業
、
木
材
業
、

電
信
・
電
機
業
な
ど
が
軍
需
で
巨
利
を
得
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
富
が
、
驚
く
ほ
ど
短
時
間
に
個
人
に
集
中
し
、
い
わ
ゆ
る
「
成
金
」

が
相
次
い
だ
。 

  
 
 
 
 

二 
  

幸
運
の
神
は
、「
風
に
乗
っ
て
駆
け
抜
け
て
い
く
」
と
い
わ
れ
る
。 
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そ
の
前
髪
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
成
り
あ
が
り
を
、
江
戸
の
こ
ろ

は
「
梅
ノ
木
分
限
」「
に
わ
か
分
限
」
と
呼
ん
だ
。 

 
「
梅
ノ
木
分
限
」
と
い
う
言
葉
に
は
、 

 

―
―
梅
の
木
は
早
く
伸
び
る
が
大
木
に
な
ら
な
い
。 

 

と
い
う
皮
肉
な
洒
落
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

対
置
語
は
「
く
す
の
き
分
限
」。 

 

嵐
の
中
に
船
を
漕
ぎ
出
し
た
み
か
ん
で
成
り
上
が
っ
た
紀
伊
国
屋

文
左
衛
門
は
、
そ
れ
だ
け
な
ら
〝
梅
ノ
木
〞
だ
っ
た
が
、
の
ち
紀
州

の
材
木
で
上
野
寛
永
寺
根
本
中
堂
の
建
立
を
請
け
負
う
大
商
い
を
や

っ
て
の
け
た
。 

 

彼
は
徳
川
将
軍
綱
吉
の
お
側
用
人
・
柳
沢
吉
保
に
接
近
し
て
財
を

成
し
、
吉
原
で
黄
金
を
撒
き
に
撒
い
た
。
そ
の
豪
遊
ぶ
り
ば
か
り
が

喧
伝
さ
れ
る
が
、
文
左
衛
門
と
い
う
人
は
利
に
聡
く
、
清
濁
併
せ
呑

む
剛
腹
で
も
あ
っ
た
。 

 

吉
原
で
の
豪
遊
に
つ
い
て
、
彼
は
、 

 

―
―
こ
の
こ
と
が
江
戸
市
中
の
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
。 

 

と
い
う
哲
学
め
い
た
考
え
を
持
っ
て
い
た
。 

 

彼
の
遊
び
は
、
い
わ
ば
公
共
事
業
で
も
あ
っ
た
。 

 

た
だ
、
吉
保
に
接
近
し
す
ぎ
、
貨
幣
鋳
改
に
関
与
し
た
こ
と
が
命

取
り
に
な
っ
た
。
吉
保
が
失
脚
し
、
新
井
白
石
が
改
革
に
乗
り
出
す

と
と
も
に
没
落
し
、
最
後
は
深
川
八
幡
近
く
の
寓
居
で
暮
し
た
。
往

時
を
物
語
る
の
は
金
蒔
絵
の
椀
一
つ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
「
成
金
」
と
い
う
言
葉
は
、
新
聞
が
作
り
出
し
た

ら
し
い
。
折
か
ら
将
棋
ブ
ー
ム
だ
っ
た
。 

 

西
の
坂
田
三
吉
、
東
の
関
根
金
次
郎
が
「
王
将
」「
名
人
」
の
座

を
め
ぐ
っ
て
激
突
し
、
新
聞
各
紙
が
こ
ぞ
っ
て
そ
の
話
題
を
取
り
上

げ
て
い
た
。
前
に
一
つ
ず
つ
し
か
進
め
な
い
「
歩
」
が
敵
陣
に
入
っ

て
「
と
金
」
に
成
る
。
庶
民
に
は
分
か
り
や
す
い
喩
え
だ
っ
た
。
大

か
ら
小
ま
で
「
成
金
」
が
誕
生
し
た
。 

 

そ
の
先
駆
を
な
し
た
の
は
相
場
師
「
鈴
久
」
こ
と
、
鈴
木
久
五
郎

で
あ
ろ
う
。 

 

彼
は
日
露
戦
争
の
最
中
、
強
気
一
点
張
り
の
仕
手
戦
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
一
千
万
円
の
大
金
を
手
に
入
れ
た
。
今
に
直
せ
ば
三
千
億

円
に
も
相
当
す
る
。 

 

高
給
料
亭
で
同
時
に
五
つ
も
六
つ
も
宴
会
を
開
き
、
畳
に
撒
い
た

銀
貨
を
仲
居
女
た
ち
に
拾
わ
せ
、
向
島
の
自
宅
か
ら
兜
町
に
通
う
た

め
、
自
分
と
妻
、
使
用
人
の
た
め
に
四
台
の
二
頭
だ
て
馬
車
を
注
文

し
た
。
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
孫
文
を
妾
宅
に
招
い
て
十
万
円
を
渡

し
、
変
革
運
動
の
支
援
者
を
気
取
っ
た
り
も
し
た
。 

 
一
九
〇
七
年
、「
ガ
ラ
」
が
や
っ
て
き
た
。
株
式
相
場
が
暴
落
し

た
の
だ
。
彼
は
頂
点
か
ら
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ
、
孫
文
が
中

華
民
国
を
樹
立
し
た
と
き
、
彼
は
巣
鴨
の
借
家
で
天
涯
孤
独
の
わ
び

住
ま
い
を
営
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
紀
伊
国
屋

文
左
衛
門
の
晩
年
と
よ
く
似
て
い
る
。 
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内
田
信
也
は
一
九
一
五
年
に
三
井
物
産
を
退
社
し
、
兄
や
知
合
い

か
ら
借
り
ま
く
っ
た
二
万
円
を
元
手
に
し
て
「
内
田
汽
船
」
を
設
立

し
た
。
二
百
円
の
家
賃
が
払
え
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
馬

汽
船
が
保
有
し
て
い
た
排
水
量
四
千
五
百
ト
ン
の
船
を
月
四
千
二
百

円
で
借
り
、
こ
れ
を
材
木
の
輸
送
に
月
八
千
円
で
貸
し
出
し
た
。 

 

内
田
は
儲
け
た
金
で
手
当
り
次
第
に
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
一
方
、

自
ら
も
船
を
保
有
し
て
海
運
を
営
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
二
年
後
に
は

十
六
隻
の
船
舶
を
持
ち
、
横
浜
に
造
船
所
を
建
設
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
た
。 

 

あ
る
と
き
首
相
・
大
隈
重
信
の
宴
会
に
招
か
れ
た
。 

 

―
―
こ
れ
く
ら
い
な
ら
オ
レ
に
も
で
き
る
。 

 

と
考
え
た
彼
は
、
神
戸
市
の
須
磨
に
迎
賓
用
の
大
邸
宅
を
建
設
し

た
。
洋
館
の
ほ
か
に
五
百
畳
の
大
広
間
を
備
え
た
迎
賓
館
は
「
須
磨

御
殿
」
と
称
さ
れ
た
。 

 

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）、
政
友
会
か
ら
衆
院
選
に
立
候
補
し

て
当
選
、
海
軍
事
務
次
官
、
逓
信
省
政
務
次
官
を
経
て
岡
田
啓
介
内

閣
で
鉄
道
相
、
東
条
英
機
内
閣
で
農
商
相
を
務
め
た
。
第
二
次
大
戦

後
、
公
職
追
放
を
受
け
た
が
五
二
年
に
復
帰
し
衆
院
議
員
と
な
り
、

第
五
次
吉
田
茂
内
閣
で
農
林
相
。
な
か
な
か
に
し
ぶ
と
い
人
生
だ
っ

た
。 

 

神
戸
に
本
社
を
構
え
た
鈴
木
商
店
は
、
台
湾
の
砂
糖
や
樟
脳
を
扱

っ
て
い
た
が
、
大
戦
で
軍
が
買
い
込
む
こ
と
を
見
越
し
て
米
を
買
い

占
め
た
。
こ
れ
が
た
め
に
米
騒
動
で
焼
打
ち
に
あ
っ
た
。
総
資
産
は

五
億
六
千
万
円
を
超
え
、
系
列
会
社
は
六
十
に
及
ん
だ
と
い
う
。
の

ち
昭
和
金
融
恐
慌
の
と
き
、
渡
辺
銀
行
の
破
綻
に
連
鎖
し
て
倒
産
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
。 

 

そ
の
大
番
頭
だ
っ
た
金
子
直
吉
は
、
そ
の
最
盛
時
に
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

 

今
当
店
の
な
し
お
る
計
画
は
、
す
べ
て
満
点
の
成
績
に
て
進
み
つ
つ

あ
り
。
お
互
い
に
商
人
と
し
て
こ
の
大
乱
の
真
中
に
生
ま
れ
、
し
か

も
世
界
的
商
業
に
関
係
せ
る
仕
事
に
従
事
し
得
る
は
無
上
の
光
栄
と

せ
ざ
る
を
得
ず
。
す
な
わ
ち
こ
の
戦
乱
の
変
遷
を
利
用
し
、
大
も
う

け
を
な
し
、
三
井
・
三
菱
を
圧
倒
す
る
か
、
し
か
ら
ざ
る
も
彼
ら
と

並
ん
で
天
下
を
三
分
す
る
か
。
こ
れ
鈴
木
商
店
全
員
の
理
想
と
す
る

と
こ
ろ
な
り
。 

  

彼
は
個
人
で
鉄
を
買
占
め
、
三
億
円
の
資
産
を
築
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
た
だ
彼
の
場
合
は
出
来
星
の
成
金
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
九

九
年
以
前
に
台
湾
総
督
・
後
藤
新
平
と
結
ん
で
台
湾
樟
脳
専
売
法
を

成
立
さ
せ
て
利
権
を
確
保
し
、
大
日
本
塩
業
、
日
本
油
脂
、
帝
国
麦

酒
な
ど
を
創
立
し
、
日
本
製
粉
、
大
正
生
命
保
険
、
日
本
金
属
、
六

十
五
銀
行
な
ど
の
設
立
に
関
与
し
た
。 

 

茨
城
県
で
銅
山
を
経
営
し
て
い
た
久
原
房
之
助
は
、
銅
の
急
騰
で
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大
い
に
儲
け
、
そ
の
資
産
は
一
億
円
を
超
え
た
。
敷
地
三
万
五
千
坪

の
別
邸
を
神
戸
市
住
吉
に
建
設
し
、
落
成
式
に
は
大
阪
、
神
戸
の
芸

者
を
総
挙
げ
に
し
て
、
屋
敷
の
前
を
通
る
者
に
ご
馳
走
を
振
舞
っ
た
。

の
ち
、
事
業
の
す
べ
て
を
義
兄
・
鮎
原
義
介
（
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

総
帥
）
に
譲
り
、
政
友
会
に
参
加
し
て
田
中
義
一
内
閣
で
逓
信
相
に

就
い
た
。 

 

彼
は
一
方
で
は
手
堅
く
事
業
を
営
み
、
日
立
鉱
山
を
設
立
し
た
。

の
ち
に
東
京
電
燈
会
社
か
ら
小
平
浪
平
を
電
気
技
師
と
し
て
迎
え
て

鉱
山
用
の
電
動
ポ
ン
プ
を
製
品
化
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
発
電
機

や
発
動
機
の
総
合
メ
ー
カ
ー
「
日
立
製
作
所
」
を
興
す
こ
と
に
な
る
。 

 

白
石
元
治
郎
は
浅
野
商
店
、
東
洋
汽
船
を
経
て
、
移
籍
し
た
鉄
工

所
の
経
営
者
と
な
っ
た
。
空
前
の
鉄
需
要
で
儲
け
た
金
の
す
べ
て
を

会
社
の
資
本
金
に
注
ぎ
込
ん
だ
。
第
一
次
大
戦
前
に
二
百
万
円
だ
っ

た
資
本
金
は
、
大
戦
が
終
結
し
た
時
に
は
八
倍
の
一
千
六
百
万
円
に

増
大
し
て
い
た
。
Ｎ
Ｋ
Ｋ
日
本
鋼
管
の
基
盤
は
こ
う
し
て
固
ま
っ
た
。

の
ち
白
石
に
は
〝
鋼
管
王
〞
の
異
名
が
献
じ
ら
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
一
七
年
八
月
三
十
一
日
付
「
読
売
新
聞
」
に
次
の
よ
う
な
記

事
が
載
っ
て
い
る
。 

 

 

突
如
株
式
の
大
崩
落 

 

不
正
買
占
の
取
締
が
其
の
主
因 

一
部
成
金
の
肝
を
寒
か
ら
し
む 

 

馬
鹿
に
な
っ
て
只
、
買
へ
ば
可
い
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
た
兜
町
へ
三

十
日
の
午
前
嵐
の
や
う
な
大
崩
落
が
襲
来
し
て
一
部
成
金
の
肝
を
寒

か
ら
し
め
た
。 
 

取
引
所
内
は
ワ
ッ
と
云
ふ
鯨
波
の
声
に
等
し
い
雑
音
と
共
に
各
仲

買
店
員
が
電
光
の
如
く
飛
交
ふ
有
様
。 

 

後
場
は
立
合
を
中
止
。
欧
州
戦
争
の
結
果
、
供
給
と
需
用
と
の
釣

合
が
保
た
ず
に
物
の
相
場
を
吊
上
げ
て
ゐ
る
の
も
事
実
だ
が
、
大
部

分
に
人
為
的
の
競
り
上
げ
が
行
は
れ
て
ゐ
る
中
で
、
不
正
な
買
占
者

を
厳
重
に
取
締
ま
る
と
云
ふ
農
商
務
省
の
省
令
が
九
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
成
金
連
が
儲
け
た
金

が
思
惑
の
買
占
を
行
う
た
結
果
、
米
雑
穀
、
油
、
綿
糸
の
主
要
品
に

次
い
で
味
噌
醤
油
、
沢
庵
、
梅
干
、
薪
炭
の
類
ま
で
も
天
井
知
ら
ず

に
騰
貴
を
告
げ
て
き
た
。 

  

記
事
中
に
あ
る
「
農
商
務
省
の
省
令
」
と
い
う
の
は
、「
暴
利
取

締
令
」
の
こ
と
で
あ
る
。
穀
類
、
鉄
、
石
炭
、
綿
糸
な
ど
を
買
い
占

め
、
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
者
に
は
、
戒
告
、
三
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
百
円
以
下
の
罰
金
を
科
す
と
い
う
の
が
、
そ
の
内
容
だ
っ
た
。
味

噌
醤
油
、
沢
庵
、
梅
干
ま
で
が
高
騰
し
た
と
い
う
の
は
、
バ
ブ
ル
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。 
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・
暗
い
料
亭
の
玄
関
を
照
ら
す
の
に
十
円
札
に
火
を
つ
け
た
。 

・
悪
く
も
な
い
の
に
歯
を
す
べ
て
抜
い
て
金
の
総
入
れ
歯
に
し
た
。 

・
吸
い
物
の
椀
を
開
く
と
生
き
た
ウ
グ
イ
ス
が
飛
び
出
し
た
。 

・
節
分
に
銀
の
粒
を
ま
き
、
芸
者
に
競
っ
て
拾
わ
せ
た
。 

・
田
舎
の
分
限
者
が
高
価
な
ラ
ヂ
オ
を
買
い
込
ん
で
株
式
相
場
に
耳 

 

を
傾
け
た
。 

・
張
り
合
っ
て
高
級
料
亭
を
借
り
上
げ
大
宴
会
を
開
い
た
。 

・
鯛
の
目
玉
の
周
り
の
肉
だ
け
で
蒲
鉾
を
作
ら
せ
、
一
人
前
百
円
の 

 

料
理
を
出
さ
せ
た
。 

・
住
宅
四
十
八
戸
を
取
り
壊
し
て
そ
こ
に
東
海
道
五
十
三
次
を
模
し 

 

た
庭
を
造
っ
た
。 

・
裾
模
様
に
白
金
と
ダ
イ
ヤ
を
使
っ
た
和
服
を
仕
立
て
た
。 

・
指
輪
、
時
計
、
帯
留
め
、
櫛
、
簪
は
金
か
白
金
、
そ
こ
に
ダ
イ
ヤ
、 

 

宝
石
を
ち
り
ば
め
た
。 

  

こ
の
よ
う
な
悪
趣
味
か
つ
愚
劣
を
き
わ
め
た
伝
説
を
、「
成
金
の

時
代
」
は
数
多
く
残
し
て
い
る
。 

 

と
は
い
え
こ
れ
も
ま
た
〝
時
代
〞
で
あ
っ
た
。 

 

の
ち
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
社
か
ら
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会

計
機
械
を
輸
入
す
る
こ
と
に
な
る
森
村
商
事
の
森
村
開
作
（
六
代
目

市
左
衛
門
）
も
、
こ
の
景
気
に
乗
っ
て
し
こ
た
ま
儲
け
た
一
人
で
あ

る
。
森
村
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

守
屋
典
郎 
も
り
や
・
ふ
み
お
／
１
９
０
７
〜
１
９
９
６
。
一
九
二
九
年
東

京
帝
国
大
学
法
学
部
を
出
て
弁
護
士
と
な
っ
た
。
三
二
年
共
産
党
に
入
っ
て

「
野
口
八
郎
」
の
筆
名
で
文
筆
活
動
を
行
っ
た
。 

大
倉
組 

大
倉
喜
八
郎
（
１
８
３
７
〜
１
９
２
８
）
が
創
業
し
た
「
和
泉
橋

通
藤
堂
門
前
自
身
番
向
大
倉
屋
」
が
発
展
、
一
八
九
三
年
「
大
倉
組
」
と
な

り
、
中
堅
財
閥
と
な
っ
た
。
そ
の
建
設
・
土
木
部
門
「
大
倉
土
木
組
」
が
の

ち
に
「
大
成
建
設
」
と
改
称
し
た
。
系
列
会
社
に
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
、
帝

国
ホ
テ
ル
、
日
清
製
油
、
日
本
無
線
、
日
本
化
学
工
業
、
大
日
本
麦
酒
な
ど

が
あ
っ
た
。 

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門 

き
の
く
に
や
・
ぶ
ん
ざ
え
も
ん
／
没
年
に
つ
い
て
公

式
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
豪
商
・
奈
良
屋
茂
左
衛
門
と
競
い
、
権
力
中

枢
の
幕
府
官
僚
を
饗
応
し
利
権
を
拡
大
し
た
。
一
七
〇
八
年
に
十
文
銭
の
鋳

造
を
請
け
負
っ
た
が
一
年
余
り
で
通
用
禁
止
と
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
家
運
が
傾
い
た
。 

 

若
い
こ
ろ
は
冒
険
心
に
富
み
、
決
断
力
と
功
名
心
で
成
り
上
が
っ
た
の
に

対
し
て
、
晩
年
の
行
動
が
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
放
蕩
と
家
運
衰
退
の
原

因
を
作
っ
た
の
は
二
代
目
文
左
衛
門
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
山
東
京
伝

の
『
近
世
奇
跡
考
』（
一
八
〇
四
）
に
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
四
月

没
と
あ
る
。
享
年
六
十
六
。「
帰
性
融
相
信
士
」
と
戒
名
し
、
墓
は
深
川
浄
等

院
に
あ
る
。 

坂
田
三
吉 

さ
か
た
・
さ
ん
き
ち
／
１
８
７
０
〜
１
９
４
６
。
大
阪
の
貧
家

に
生
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
幼
年
期
の
こ
と
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
関

西
将
棋
界
で
頭
角
を
現
し
、
一
九
二
五
年
「
名
人
」
を
自
称
し
て
関
東
将
棋

界
の
関
根
金
次
郎
と
対
決
し
た
。
独
自
考
案
し
た
「
坂
田
流
向
い
飛
車
」
は

の
ち
関
西
棋
流
の
本
流
と
な
っ
た
。
死
後
、
日
本
将
棋
連
盟
か
ら
「
名
人
」

「
王
将
」
位
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
北
条
秀
司
の
戯
曲
『
王
将
』、
村
田
英
雄
の

歌
謡
曲
『
王
将
』
お
よ
び
、
北
島
三
郎
の
『
歩
』
な
ど
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。 

関
根
金
次
郎 

せ
き
ね
・
き
ん
じ
ろ
う
／
１
８
６
８
〜
１
９
４
６
。
千
葉
県

に
生
ま
れ
、
第
十
一
世
名
人
伊
藤
宗
印
の
門
に
入
り
関
東
将
棋
界
を
代
表
す

る
存
在
と
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
第
十
三
世
名
人
と
な
り
、
坂
田
三
吉
の
挑

戦
を
受
け
た
。
坂
田
と
の
戦
い
に
は
勝
っ
た
も
の
の
、
将
棋
界
の
近
代
化
の

必
要
性
を
痛
感
し
、
三
五
年
自
ら
名
人
位
の
世
襲
制
を
廃
止
し
選
手
権
制
へ

の
移
行
を
決
断
し
た
。 

鈴
木
久
五
郎 

す
ず
き
・
き
ゅ
う
ご
ろ
う
／
１
８
７
７
〜
１
９
４
３
。 

ガ
ラ 

株
式
相
場
の
暴
落
を
モ
ノ
が
崩
れ
る
と
き
の
擬
音
に
喩
え
た
。 

内
田
信
也 

う
ち
だ
・
の
ぶ
や
／
１
８
８
０
〜
１
９
７
１ 

八
馬
汽
船 

は
ち
う
ま
・
き
せ
ん
：
一
八
六
一
年
八
馬
兼
介
（
は
ち
う
ま
・

か
ね
す
け
／
１
８
３
９
〜
１
９
１
８
）が
開
業
し
た
米
穀
小
売
商
を
起
点
に
、

一
八
七
八
年
「
西
尾
丸
」
と
い
う
帆
船
を
購
入
し
て
海
運
業
に
転
身
し
た
。

二
〇
二
三
年
現
在
、
兵
庫
県
神
戸
市
に
本
社
を
置
き
、
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
い
る
。 

鈴
木
商
店 

武
蔵
国（
埼
玉
県
）川
越
の
下
級
武
士
だ
っ
た
鈴
木
岩
次
郎（
１

８
４
１
〜
１
８
９
４
）
が
一
八
七
七
年
に
砂
糖
・
樟
脳
商
と
し
て
神
戸
に
創

業
し
た
。
岩
次
郎
の
死
後
、
妻
ヨ
ネ
、
番
頭
の
金
子
直
吉
が
製
鋼
部
門
に
も

事
業
を
拡
大
し
た
。
鈴
木
商
店
は
倒
産
し
た
が
、
そ
の
傘
下
に
あ
っ
た
の
は

播
磨
造
船
所
（
の
ち
石
川
島
播
磨
重
工
業
）、
鳥
羽
造
船
所
（
の
ち
神
戸
製
鋼

所
）、
帝
国
人
造
絹
糸
（
帝
人
）、
豊
年
製
油
、
旭
石
油
、
帝
国
樟
脳
、
信
越

電
力
（
の
ち
北
陸
電
力
）、
南
朝
鮮
鉄
道
、
東
洋
燐
寸
、
帝
国
汽
船
、
帝
国
麦

酒
（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
）
な
ど
だ
っ
た
。
ま
た
金
子
直
吉
と
並
ん
で
番
頭
を
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務
め
た
鈴
木
岩
次
郎
は
、
鈴
木
商
店
倒
産
後
、
日
商
（
日
商
岩
井
、
の
ち
「
双

日
」
と
改
称
）
を
設
立
し
た
。 

金
子
直
吉 

か
ね
こ
・
な
お
き
ち
／
１
８
６
６
〜
１
９
４
４
。 

久
原
房
之
助 

く
は
ら
・
ふ
さ
の
す
け
／
１
８
９
６
〜
１
９
６
５
。
第
二
次

大
戦
後
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
で
公
職
追
放
と
な
っ
た
。 

鮎
原
義
介 

あ
ゆ
は
ら
・
ぎ
す
け
／
１
８
８
０
〜
１
９
６
７
。 

白
石
元
治
郎 

し
ら
い
し
・
も
と
じ
ろ
う
／
１
８
６
７
〜
１
９
４
５
。 
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